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第2編 では宮城県内の全精神病院 ・総合病院精神科15個 所と全国の精神病院から抽出された
60の 病院とを対象とし、1961住 度に取 り扱 った15才 未溝の児童の診断 ・処遇等について
質問紙によって調査 した結果を述べ、それらの現場では職員 ρ設備の不足、教育 と治療の両面を'
扱 う総合小児病院の設立と専門職員の配置 とを望む声が強いことを指摘 している。
第3編 は筆者の実践 と体験に基づぐ研究であって、本論文の中心をなす部分である。筆者は、
単童期の患児の入院に伴う諸問題 として、医学的治療上の問題、生活指導上の問鼠 生活環境の




そこで籔者による集団指導の試みが報告せ られる。 歪959年 に、当時全国でも数少ない精神
病院勤務の心理堂徒として宮城県立名取病院に就職 した筆者は、てんかん 。精神薄弱児その他の
入院患児から編成された治療小集団について、学習 ・作業 。レクリヱーションを組み合わせた集
































信頼して患児に接することである、と筆者が主張していることは注目せ られる。そ して「病気 」
を直すのではなく「病入」を直すのであると述べているような患児のパーソナ リティ全体 に対す
る治療教育的関心 と患児の治癒力への信頼のごとき、またその際の具体的処遇 の一方法としての
新 しい観点に立つグル ープ ・ワークの適用のごときは、首肯せられるものを多ぐ含むであろう。
しかし同時に、本研究には、筆者自身憾 言っているように、 「暗中模索的 ・試行錯誤的 」なア
プローチの側面の存することを免かれえないのであって、理論構成 もいまだ十分でなぐ、また治
療効果を判定するたやの手順と測定技術とに厳密さを欠 く点の存することや、患児に対する治療
教育上の臨床組織や責任体制の実際的限界の問題等唱指摘せられるであろ う。
これらの問題の解決は、けだし今後に期待せねばなるまい。
以上のごとく若干の難点は存する竜のの、未開拓の分野に誇ける実践と探求を通 じて教育 ・臨
宋心理学界に新しい知見と示唆を与えている独自の業績であって、教育学博士の学位を授一与する
のに適当であると認める。
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